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 MCUがWishboneインターフェースの周辺機器 GPIOをサポート。 

 MCUが拡張 AHBバスインターフェースをサポート。 

 MCUがオフチップ SPI-Flashによるダウンロードをサポート。 

 MCUがオフチップ SPI-Flashの読み出し、書き込み、および消去をサ

ポート。 

 MCUが Hardware Stack Protectionおよび Trap Stack Overflow機能を
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 MCUのオンラインデバッグをサポート。 
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 合成ツールの Synplify Proを削除。 
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 周辺機器 Simple UARTのレジスタのアドレスマッピングを更新。 

 周辺機器 I2C Masterと GPIOのレジスタの定義を更新。 

 周辺機器 SPI-Flashのドライバ関数の定義を更新。 

 割り込みハンドラを最適化。 

 MCUのソフトウェア・リファレンス・デザインを更新。 

 IDEのオプション構成を最適化。 

 IDEのオンラインデバッグプロセスを最適化。 

 GW2AN-9X/GW2AN-18Xの、ITCMおよび DTCM Sizeの範囲を変更。 

 makehex および mergebin 方法を使用したリファレンス・デザインを

追加。 

2023/08/18 1.5J Arora V FPGA製品のサポートを追加。 

2024/03/29 1.6J 

 Aバージョンの GW5AT-60のサポートを追加。 

 mergebinツールに GW2AN-18X/9X FPGAのサポートを追加。 

 ハードウェア・リファレンス・デザインとソフトウェア・リファレン

ス・デザインを更新。 

2024/06/14 1.7J 
ハードウェア・リファレンス・デザインとソフトウェア・リファレンス・

デザインを更新。 

2025/09/26 1.8J 関連ソフトウェアのバージョン情報を更新。 
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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、DK_START_GW5A-LV25UG324 V2.0開発ボードの

リファレンス・デザインを例に、Gowin_PicoRV32ハードウェア設計とソ

フトウェア設計のクイックデザインを紹介します。 

1.2 開発環境 

1.2.1 ハードウェア環境 

 DK_START_GW5A-LV25UG324 V2.0 

GW5A-LV25UG324C2/I1 

GW5A-25 (Aバージョン) 

1.2.2 ソフトウェアのバージョン 

 Gowinソフトウェア(テスト済みバージョン：Gowin_V1.9.11.02 

(64-bit)) 

 GMD(テスト済みバージョン：2025.01) 

1.3 リファレンス・デザイン 

1.3.1 ソフトウェア・リファレンス・デザイン 

GMD(テスト済みバージョン：2025.01)を使用したソフトウェア・リ

ファレンス・デザイン： 

…¥ref_design¥MCU_RefDesign¥picorv32_demo 

1.3.2 ハードウェア・リファレンス・デザイン 

Gowin_PicoRV32のハードウェア・リファレンス・デザイン： 

…
¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥DK_START_GW5A25_V2.0¥gowin_picorv
32 

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
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2ソフトウェア・リファレンス・デザイン 

2.1 ソフトウェア・リファレンス・デザイン 

GMDを開き、そのメニューバーで「File > Import… > General > 

Existing Projects into Workspace」をクリックして picorv32_demoをイン

ポートします(図 2-1、図 2-2)。 

図 2-1 Select an import wizard 
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図 2-2 Import Projects 

 

2.2 ソフトウェアの構成 

ハードウェア・リファレンス・デザイン gowin_picorv32で、「ITCM > 

Boot Mode > MCU boot from external Flash and run in ITCM」を選択しま

す。 

2.2.1 起動モードの構成 

ソフトウェア・リファレンス・デザイン picorv32_demoで、config.h

でマクロ定義します：BUILD_BURN（#define BUILD_MODE BUILD_BURN）

(図 2-3)。 
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図 2-3起動モードの構成 

 

2.2.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

現在のプロジェクトを右クリックして、Properties > C/C++ Build > 

Settings > Tool Settings > GNU RISC-V Cross C Linker > Generalで

sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして構成します(図

2-4)。 

図 2-4 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 
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2.3 プロジェクトのコンパイル 

ツールバーで Build 「 」を選択し、ソフトウェア・リファレンス・

デザインをコンパイルして実行ファイルを出力します(図 2-5)。 

図 2-5プロジェクトのコンパイル 

 

2.4 プロジェクトのダウンロード 

メニューバー上の「Gowin>Programmer」またはツールバー上の

「Programmer」( )を選択して Programmerを開きます。 

Programmerのメニューバー上の「Edit > Configure Device」またはツ

ールバー上の「Configure Device」( )をクリックして、ダウンロード・

オプション構成用の「Device configuration」ダイアログボックスを開きま

す(図 2-6)。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode 

5A」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「exFlash C Bin Erase, 

Program 5A」または「exFlash C Bin Erase, Program, Verify 5A」を選

択します。 

 「FW/MCU/Binary Input Options > Firmware/Binary File」でソフトウェ

ア設計の実行ファイルを選択します。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x100000」に構成しま

す。 
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 最後に「Save」をクリックします。 

図 2-6 Device configuration 

 
 

Device configurationが完了したら、Programmerのツールバー上の

Program/Configure「 」をクリックしてソフトウェア設計の実行ファイ

ルをダウンロードします。 

2.5 関連ドキュメント 

Gowin_PicoRV32のソフトウェア設計方法については、以下のマニュ

アルを参照してください： 

 Gowin_PicoRV32ソフトウェアプログラミング ユーザーガイド
(IPUG911) 

 Gowin_PicoRV32 IDEユーザーガイド(IPUG910) 

 Gowin_PicoRV32ソフトウェアダウンロード ユーザーガイド
(IPUG913) 

 Gowin Programmerユーザーガイド(SUG502) 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG911J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG910J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG913J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG913J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf
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3ハードウェア設計 

3.1 ハードウェア・リファレンス・デザイン 

ダブルクリックして Gowinソフトウェアを開き、メニューバーで「File 

> Open…」を選択してハードウェア・リファレンス・デザイン

gowin_picorv32をインポートします。必要に応じて Gowin_PicoRV32を再

構成して生成することができます。 

ハードウェア・リファレンス・デザインのファイルの説明を表 3-1に

示します。 

表 3-1ハードウェア・リファレンス・デザインのファイルの説明 

ファイル 説明 

gowin_picorv32.v 
IP Core Generatorによって生成された

Gowin_PicoRV32 IP設計 

picorv32_demo.v 
Gowin_PicoRV32 Top Moduleのインスタンスとユーザ

ーデザイン 

wbreg.v Open Wishboneバスの拡張周辺機器の例 

ahbreg.v Open AHBバスの拡張周辺機器の例 

button.v 外部割り込みの例 

cnt.v カウンター 

key_debounce.v デバウンスモジュール 

picorv32.cst 物理制約 

picorv32.sdc タイミング制約 

3.2 合成 

合成ツール GowinSynthesisを実行することで、リファレンス・デザ

インを合成してネットリスト・ファイルを生成します(図 3-1)。 
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図 3-1合成 

 

3.3 配置配線 

合成が完了したら、配置配線ツールの Place & Routeを実行してビッ

トストリーム・ファイルを生成します(図 3-2)。 

図 3-2配置配線 

 

3.4 ダウンロード 

ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリー

ム・ファイルをダウンロードします。 

Programmerのメニューバー上の「Edit > Configure Device」またはツ
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ールバー上の「Configure Device」( )をクリックして、ダウンロード・オ

プション構成用の「Device configuration」ダイアログボックスを開きます

(図 3-3)。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode 

5A」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「exFlash Erase, Program 

5A」または「exFlash Erase, Program, Verify 5A」を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ

るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x000000」に構成しま

す。 

 最後に「Save」をクリックします。 

図 3-3 Device configuration 

 
 

Device configurationが完了したら、Programmerのツールバーの

Program/Configure「 」をクリックしてビットストリーム・ファイルを

ダウンロードします。 

3.5 関連ドキュメント 

Gowin_PicoRV32ハードウェア設計については、以下のマニュアルを

参照してください： 
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 Gowin_PicoRV32ハードウェア設計ユーザーガイド(IPUG914) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

 Gowin物理制約ユーザーガイド(SUG935) 

 Arora Ⅴ物理制約ユーザーガイド(SUG1018) 

 Gowin Programmerユーザーガイド(SUG502) 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/IPUG914J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG935J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG1018J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf
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